
5 フードディフェンスの取り組み
フードディフェンスの取り組みは、事件性の高い内容になるため定型的な取り組みは難しいと言え

ます。フードディフェンスの考え方は、「性悪説」にもとづいていますので、長年「性善説」で労務
管理を行ってきた工場では、一挙に考え方を切り替えるのは難しいのが実情です。

もっとも重要なことは、管理者と一般従業員とが常にコミュニケーションを行い、良い信頼関係と
職場環境を築くことです。

ここでは、一般的に行われている対策について紹介します。

・従業員の入退室の管理
製造室や倉庫への従業員の入退室の管理は、手指の静脈認証システムやICチップによるシステム
などIT技術による管理機器を使用した管理体制の整備が大手の食品製造事業者では進みつつあり
ます。しかしながら、このシステム導入にはそれなり経費を要しますので、ノートに各自が記録し
て管理者が確認するという管理で対応している工場もあります。

・倉庫出入りの管理
原材料や製品の保管倉庫の管理は、入出場の記録管理、監視カメラによる管理、ドアの施錠管理な
どが行われています。

・作業服の改善
ほとんどの工場では、不要物を持ち込ませないためにポケットなしの作業着に変更されてきまし
た。

・監視カメラによる監視（出入口、作業場、保管庫の監視）
監視カメラによる監視は、事故や事件が発生した時の調査に使用することを目的に設置が進んでき
ました。設置にあたっては、従業員に設置の目的を周知しないと思わぬトラブルになる可能性があ
りますので注意が必要です。

・輸送コンテナの密封チェーン
輸送用のコンテナに製品を入れた後、輸送中の事故や事件を防止するために、コンテナのドアを密
封し、万一途中で開けられたら開けられたことがわかるように封印し、封印したことの証拠写真を
撮って証拠としてデータベース保存しているケースもあります。

・薬剤管理の徹底
薬剤の専用保管庫を設置し、その出入りは責任者しかできないルールで運用しています。また、薬
剤の在庫数管理は、入出庫台帳での管理だけではなく定期的に実際の重量もしくは容量を測定して
記録します。
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●入場口・倉庫前のカメラ

●扉を封印した証拠写真のDB保存

●原料・製品倉庫の施錠

●静脈認証による入退場管理


